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プレハブ仮設住宅・災害公営住宅における
一人暮らしの方の死体扱い数（県社会福祉課より）東日本大震災に関連する自殺者数の推移

出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」
*H23（2011）は6月から12月までの集計

全国 宮城 岩手 福島 その他
H23（2011）* 55 22 17 10 6
H24（2012） 24 3 8 13 0
H25（2013） 38 10 4 23 1
H26（2014） 22 4 3 15 0
H27（2015） 23 1 3 19 0
H28（2016） 22 8 6 7 1
H29（2017） 26 5 7 12 2

合　計 210 53 48 99 10

0

200

400

600

800

1000

1200

130160
253

466

1068

575
673

271

653

184

634

260

998

360

H21 H23 H24 H25 H26 H27 H28

沿岸部
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年 仮設住宅 公営住宅
2011年（平成23年） 8 人 ̶
2012年（平成24年） 16 人 ̶
2013年（平成25年） 23 人 ̶
2014年（平成26年） 15 人 3 人
2015年（平成27年） 22 人 11 人
2016年（平成28年） 11 人 15 人
2017年（平成29年） 11 人 41 人
2018年（1月～3月） 2 人 14 人

計 108 人 84 人

（
県
障
害
福
祉
課
よ
り
）▲2018年10月3日本会議にて

復興基金から
住まいの再建は１％
　医療・介護費減免

には０％住まいの再建は１％
　医療・介護費減免

には０％孤独死急増
＝これが復興のありのままの姿＝

!
自死に関する相談件数（市町村及び保健所）

「
人
間
の
復
興
」と
い
う
視
点
か
ら
の
検
証

福
島
か
ず
え
県
議

　
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
の
不

安
定
な
雇
用
状
況
を
改
め
て
、
中

長
期
の
対
応
や
将
来
計
画
を
講
ず

る
べ
き
。
復
興
基
金
活
用
も
視
野

に
、
専
門
家
確
保
と
体
制
充
実
を

早
急
に
図
る
こ
と
を
求
め
る
。

■
知
事

　

今
後
の
体
制
を
検
討
し
て
い

く
。
専
門
職
確
保
の
た
め
に
も
、

安
定
し
た
継
続
的
な
運
営
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
、
必
要
な
財
源
の
確

保
を
引
き
続
き
国
に
強
く
求
め
な

が
ら
、
復
興
基
金
な
ど
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
対
応
し
て
い
く
。

福
島
か
ず
え
県
議

　
自
死
相
談
や
孤
独
死
が
急
増
し

て
い
る
。
知
事
は
危
機
感
を
持
ち

先
頭
に
立
ち
防
止
対
策
を
抜
本
的

に
強
化
し
て
い
く
べ
き
だ
。

■
知
事

　
被
災
者
の
自
死
や
孤
独
死
の
防

止
を
図
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
。

孤
独
死
を
防
止
す
る
た
め
に
、
県

は
被
災
市
町
が
配
置
す
る
生
活
支

援
相
談
員
等
に
よ
る
災
害
公
営
住

宅
等
の
入
居
者
の
見
守
り
活
動
や

住
民
同
士
の
交
流
促
進
の
た
め
の

取
組
み
に
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
被
災
市
町
や
関
係
機
関
等
と
連

携
し
、
支
援
を
行
う
事
で
自
死
や

孤
独
死
の
防
止
対
策
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
く
。

福
島
か
ず
え
県
議

　
大
規
模
災
害
公
営
住
宅
中
心
に

生
活
支
援
員
の
常
駐
配
置
制
度
を

県
独
自
に
作
る
こ
と
を
求
め
る
。

■
保
健
福
祉
部
長

　

生
活
支
援
相
談
員
等
の
常
駐

は
、
被
災
市
町
の
判
断
。

福
島
か
ず
え
県
議

　

増
加
す
る
孤
独
死
を
防
ぐ
た

め
、
医
療・介
護
費
免
除
の
継
続・

復
活
に
復
興
基
金
等
を
活
用
し
、

格
差
な
く
、
い
の
ち
と
健
康
を
保

障
す
る
役
割
を
発
揮
す
べ
き
だ
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
医
療
や
介
護
の
一
部
負
担
金
等

免
除
措
置
の
継
続
・
復
活
は
、
市

町
村
や
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
判
断
す
る
も
の
。

福
島
か
ず
え
県
議

　
復
興
基
金
の
う
ち
、
昨
年
度
末

の
県
事
業
活
用
分
は
６
０
７
億
円

で
正
し
い
か
。
ま
た
、
被
災
者
の

住
ま
い
の
再
建
に
対
す
る
復
興
基

金
の
割
合
は
何
％
か
。

■
総
務
部
長

　
指
摘
の
通
り
６
０
７
億
円
。
取

崩
済
み
は
３
８
９
億
円
で
、
こ
の

う
ち
４
億
円
余
り
を
充
当
。
割
合

は
１
・
12
％
。

福
島
か
ず
え
県
議

　

復
興
基
金
残
高
は
１
６
３
億

円
。（
復
興
に
つ
か
え
る
）
地
域

整
備
推
進
基
金
も
１
１
０
億
円
残

っ
て
い
る
の
に
医
療
・
介
護
費
免

除
に
は
０
％
。
そ
し
て
、
孤
独
死

が
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
が
県
の

復
興
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
だ
。

■
知
事

　
医
療
・
介
護
費
免
除
だ
け
で
全

て
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

優
生
手
術
被
害
者
へ
の
支
援
と

　
　
　
　
　
　
障
が
い
者
差
別
の
根
絶

福
島
か
ず
え
県
議

　
貞
山
運
河
の
多
様
な
表
情
や
魅

力
を
地
域
資
源
と
し
て
発
信
・
活

用
す
る
た
め
に
は
、
県
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
が
重
要
で
あ
る
と
の
認

識
を
、全
庁
的
に
共
有
す
べ
き
だ
。

■
土
木
部
長

　
県
が
沿
川
市
町
や
地
域
の
方
々

を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
環
境
・
観
光
・

教
育
な
ど
を
所
管
す
る
庁
内
関
係

各
課
が
連
携
し
「
貞
山
運
河
再

生
・
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
情
報
共
有
を
行
い

な
が
ら
様
々
な
取
組
み
を
進
め
て

い
る
。
庁
内
と
沿
川
市
町
な
ど
関

係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
資
源
で
あ
る
運
河
の

魅
力
の
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

福
島
か
ず
え
県
議

　
沿
岸
の
大
区
画
ほ
場
整
備
事
業

で
は
質
の
悪
い
客
土
が
持
ち
込
ま

れ
て
い
る
。
県
事
業
だ
け
で
な
く

国
直
轄
事
業
も
含
め
、
事
業
終
了

後
も
県
が
責
任
を
持
っ
て
対
応
す

べ
き
だ
。

■
農
林
水
産
部
長

　
県
で
は
、
区
画
整
理
工
事
後
も

地
元
農
業
者
の
意
向
を
確
認
し
な

が
ら
、
石
や
礫
（
れ
き
）
の
除
去

や
破
砕
な
ど
、
営
農
に
必
要
な
対

策
を
講
じ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、

国
直
轄
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
仙
台
東
地
区
で
は
、
区
画
整

理
工
事
後
の
補
完
対
策
に
つ
い

て
、
地
元
と
検
討
す
る
会
議
が
設

置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
県
と
し
て

も
、
こ
の
会
議
の
中
で
、
農
業
者

が
適
切
に
営
農
で
き
る
よ
う
国
に

働
き
か
け
て
い
く
。

貞
山
運
河
の
利
活
用
と
周
辺
集
落
へ
の
支
援

福
島
か
ず
え
県
議

　
優
生
手
術
被
害
者
に
対
し
て
、

知
事
は
国
待
ち
・
裁
判
待
ち
の
姿

勢
を
改
め
、
先
頭
に
立
ち
国
に
謝

罪
と
補
償
を
求
め
る
べ
き
。
本
人

同
意
が
あ
っ
て
も
被
害
者
に
認
定

す
る
こ
と
を
国
に
求
め
て
ほ
し
い
。

■
知
事

　
今
後
と
も
国
と
歩
調
を
合
わ
せ

対
応
す
る
。

福
島
か
ず
え
県
議

　
旧
中
央
優
生
保
護
相
談
所
付
属

診
療
所
（
愛
宕
診
療
所
）
を
は
じ

め
、
保
健
所
等
の
県
機
関
の
関
与

に
つ
い
て
、
独
自
の
事
実
解
明
を

め
ざ
し
調
査
す
べ
き
。
ま
た
、
早

急
に
相
談
窓
口
を
開
設
し
広
報
・

周
知
を
行
い
、
被
害
者
の
救
済
、

支
援
に
尽
力
を
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
県
独
自
に
保
健
福
祉
事
務
所
や

児
童
相
談
所
等
に
お
け
る
個
人
相

談
記
録
等
を
調
査
し
、
個
人
資
料

の
確
認
に
最
大
限
努
め
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先
や
関
連
情
報
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
周
知
広

報
し
て
い
る
。

福
島
か
ず
え
県
議

　
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
北

海
道
や
鳥
取
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
比
べ
る
と
わ
か
り
づ
ら
く
見
劣

り
が
す
る
、
改
善
を
求
め
る
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
検
討
す
る
。

福
島
か
ず
え
県
議

　
第
三
者
委
員
会
を
設
け
、「
愛

の
10
万
人
県
民
運
動
」
の
検
証
を

行
い
、
優
生
思
想
に
基
づ
く
人
権

侵
害
や
障
が
い
者
差
別
を
根
絶

し
、再
発
防
止
策
を
講
じ
る
べ
き
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
新
た
な
入
所
施
設
の
建
設
資
金

の
確
保
を
主
目
的
と
し
た
募
金
活

動
だ
っ
た
と
認
識
。
同
協
会
の
設

立
趣
意
書
に
は
、
優
生
保
護
思
想

の
普
及
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
も

の
の
、
関
連
し
た
資
料
等
か
ら
実

際
の
活
動
に
関
す
る
内
容
は
確
認

で
き
な
い
。

　
県
は
、
よ
り
多
く
の
当
事
者
の

救
済
に
つ
な
が
る
よ
う
、
個
人
が

特
定
で
き
る
資
料
の
調
査
に
、
引

き
続
き
注
力
し
て
い
く
。

福
島
か
ず
え
県
議

　
障
が
い
者
雇
用
の
水
増
し
を
行

っ
た
国
に
猛
省
を
促
し
、
徹
底
検

証
と
再
発
防
止
を
求
め
る
。
県
も

再
発
防
止
と
共
に
、
信
頼
回
復
や

社
会
全
体
の
理
解
促
進
の
た
め
、

県
や
教
育
委
員
会
が
率
先
し
て
障

が
い
者
雇
用
を
拡
大
す
べ
き
だ
。

■
知
事

　
障
害
者
雇
用
率
算
定
に
あ
た
っ

て
の
実
務
上
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
、
国
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
意

見
を
言
っ
て
い
く
。
県
で
は
今
後

も
積
極
的
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

採
用
を
行
い
、
障
が
い
者
雇
用
に

対
す
る
社
会
全
体
の
理
解
が
促
進

さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

福
島
か
ず
え
県
議
の
一
般
質
問


